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東京都教育委員会では、「肢体不自由特別支援学校におけるキャリア教育の充

実」（平成 23 年 3 月）において、肢体不自由特別支援学校のキャリア教育につい

て、次のように定義しています。

「肢体不自由特別支援学校におけるキャリア教育とは、児童・生徒一人ひとり

の状況に応じて、特別支援学校高等部卒業後の生活を視野に入れ、「自立と社会参

加」を目指し、社会的自立や職業的自立そして自己実現を果たしていく力を育て

る教育です。」

そのため、キャリア教育の内容は、小学部から高等部までの各段階に応じて、

必要な時期に計画的に位置付けていくことが大切です。
 

平成２２年度の取組 平成２３年度の取組 平成２４年度の取組 

準ずる教育課程に

おけるキャリア教育 

知的代替の教育課程に

おけるキャリア教育 

自立活動を主とする教育課程

におけるキャリア教育 

各教育課程において、肢体不自由の障害に起因する配慮事

項を踏まえた「キャリア教育の全体図」を作成。 

研究指定校５校において、主に「作業学習」の授業研究を行った。

授業改善に当たっては、以下の３つの工夫を要件とした。 

○ 工程の分析   

○ 補助具の開発

 ○ 環境の整理
 

Ⅱ 特別支援学校の職業教育・キャリア教育の 

研究・開発充実事業報告 

１ 都立肢体不自由特別支援学校のキャリア教育 

２ これまでの経過 

３ 平成２５年度の実施内容 

都立肢体不自由特別支援学校の課題 

★ 都立肢体不自由特別支援学校においては、児童・生徒の障害が全般的に重

度・重複化の傾向がある。 

○ 約６０％が「自立活動を主とする教育課程」で学び、約３０％が「知的障害を併せ有す

る教育課程」で学んでいる。 

 

★ 肢体不自由特別支援学校ごとに、作業学習や教科「職業」の取扱い（教育課

程上の位置付け、指導時数、指導内容・方法等）に違いが見られる。 

○ 肢体不自由特別支援学校における「職業教育」の具体的な在り方(教育内容・方法等)が

明確になっていない。 

★ 障害が重くても将来の「働く生活」(生産的活動)に必要な意
欲や知識・技能の習得に向けた学習の機会を充実させていく必
要がある。 

★ 障害が重度・重複する生徒の「職業教育モデル」を提案する。 

方法 

■ 準ずる教育課程のキャ

リア教育の全体図の開発 

■ 児童・生徒の願いをかな

えるための個に応じた授

業の展開 

■ キャリア教育実践ガイ

ド項目の抽出 

キャリア教育の充実に向けて 

※本実践研究では、上記の３点について、企業関係者や学識経験者等、外部の
専門家の指導・助言を得ながら授業改善を進めました。２８ページ以降の実
践事例にある「専門家」とは、今回の実践研究に御協力いただいた外部の専
門家等のことです。 

2726


